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テーマ 外国人労働者の受け入れ態勢について 

結論 

外国人労働者は、少子高齢化にある日本において、深刻な介護職不足を解消する。 

それぞれが知り得た情報を発表しあい、情報の共有を図った。 

① 外国人労働者の採用方法、 

・直接現地へ赴き面接を行う。 ・紹介会社へ依頼、EPA制度の利用  

※3か国（インドネシア、フィリピン、ベトナム）は、外国人受け入れ制度が設けられている。 

・個人でハローワークから入職となるケースもあり。 

② 外国人労働者の背景 

・EPAの3か国では…看護師は現地の資格あり 

          介護士は現地の資格あり、もしくは看護学校、大学卒 

・人材派遣会社では…現地の資格を持った者や、大学卒業生 

 ※ハローワークからの入職を経験した施設 

日本人と結婚し来日、日常のコミュニケーションは可能、 

介護助手として採用した例あり。 

③ 問題点 

・受け入れる側の体制の整備が必要 

生活習慣の理解（宗教、食事など多岐にわたる） いかにコミュニケーションを図るか 

④ 技能実習生について 

受け入れる側は、人員不足を解決したい思いがある。 

しかし、外国人介護人材の受け入れは技能移転という趣旨に沿って対応。 

介護技能を習得し5年で帰国。介護人材確保を目的としていない。 

 



 

抑制廃止とケアの質を高める会 事務局 

               E-メールアドレス info＠famcf.jp（FAX.092-691-3961） 

 

 

 

 

 

 

8月定例会Q＆A 

〔A病院からのQ〕 

〔私たちのA〕 

① 切迫性は、患者（利用者）ご本人や他の患者（利用者）の生命、または身体が危険にさらされると判

断した時であり、緊急やむを得ない場合となる。その判断は、多職種のカンファレンスで決定する。 

 

一時性は、行動制限が一時的なものであることで、最高どこまでよいのかとの問いに数値としては示

せない。全て医療チームでのカンファレンスで決定する。抑制が必要であると判断するに至った経緯、

方法、時間などを記録に残し、チームでカンファレンスの場を設け、抑制の必要性や許容性を検討し

続けていくことが必要である。3つの要件について十分に議論し、それでもやむなく抑制が必要だと

判断したら、長期となる場合もあるのではないか。 

決定事項 
・グループとして決定したこと事項は特になし。 

外国人労働者の受け入れには、働きやすい労働環境の整備が不可欠であることを理解した。 

次回討論項目 
 短時間勤務職員の受け入れと活用（働き方） 

 サービス残業を減らすための工夫や業務改善について 


